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Ⅰ　研究の目的および背景

学校教育に対する社会的な要請およびニーズが多様
化・複雑化する今日、優れた実践的力量を備えた教員
の養成、現職教員の研修は不可欠となっている。

我々は、「生活科を担当する教師の指導力を高める
研修プログラム」1）において、生活科における教師の
実践的力量を促進する研修のあり方について検討し
た。
「総合的な学習の時間（以下、「総合的な学習」と表

記する）」については、全面実施される以前から学力
低下の問題が指摘され、批判された経緯があるものの、
現状ではある程度定着してきた。これまでの実践を通
して、学校現場からは、子どもたちが自ら調べ・まと
め・発表する力、思考力・判断力・表現力、学び方や
学習意欲が向上するなど、肯定的な声が上がっている。
その一方で、目標や内容が明確でなく検証や評価が不
十分な事例、教科等の学習内容との関連が十分配慮さ
れていない事例、必要かつ適切な指導を欠く事例など、
多くの課題があるのも事実である。さらに、教師間格
差や学校間格差があり、特に地域や学校種における取
り組みの格差は顕著である。

中央教育審議会（平成20年１月）は、「総合的な学
習の時間の改善の基本方針」の答申の中で、「総合的
な学習の時間は、変化の激しい社会に対応して、自ら
課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、
よりよく問題を解決する資質や能力を育てることなど
をねらいとすることから、思考力・判断力・表現力等
が求められる『知識基盤社会』の時代においてますま
す重要な役割を果たすものである。」2）と、総合的な学
習の役割の重要性を指摘している。

そして、生活科および総合的な学習における教師の

実践的力量は、思考力や問題解決能力などの育成に重
点を置く新学力観に基づく授業づくりの基底的な力量
である。従って、生活科および総合的な学習における
教師の実践的力量を高めることは、他教科等における
教師の実践的力量形成にとっても極めて有効に働くと
考えている。

そこで、本研究では、特に総合的な学習に焦点を当
て、教師の実践的力量を促進する有効な研修プログラ
ムを開発し、その有効な活用の方法について検討した
いと考えた。

Ⅱ　研修プログラムの内容

本研究で開発した研修プログラム3）は、コンピュー
タによるプレゼンテーションを使用するものである。
研修の担当者がプレゼンテーションを展開し、研修の
参加者がその内容に基づいて協議する中で、総合的な
学習の目標、内容、指導方法等についてについて深く
理解することや、学校や地域独自のカリキュラムの作
成を促進することをねらいとしている。カリキュラム
作成の実際については、後に記述することにしたい。
本章では、研修プログラムの土台となるプレゼンテー
ションの具体的な内容について紹介する。作成したプ
レゼンテーションのテーマは以下の通りである。

（1）教科とは何か、総合とは何か
－総合的な学習の有効性－

（2）総合的な学習の時間の危険性・問題点
（3）学校の特色あるカリキュラムづくりに向けて

－価値あるカリキュラム・デザイン－
（4）「新学習指導要領」における「総合的な学習」

－横断的・総合的な学習、探究的な学習、協
同的な態度の育成－
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ここに取り上げたテーマは、総合的な学習のみならず、
学校の教育活動全体に関わるものである。このような
テーマを設定したのは、総合的な学習の特質によるも
のである。他教科等との強い関連性をもち、地域社会
と深く結びつく総合的な学習における教師の実践的力
量を高めるためには、学校の教育活動全体を見直す研
修が求められるからだ。

これらのテーマの具体的な内容について、以下に概
説する。

(1) 教科とは何か、総合とは何か
－総合的な学習の有効性－
このテーマでは、はじめに、総合的な学習が創設さ

れた趣旨と経緯、そして、改訂の趣旨について概説す
る。特に、これまで行われてきた特定の教科の知識・
技能の習得を図る取り組みや、学校行事やその準備と
混同されている取り組みなどを整理し、総合的な学習
のねらいや育てたい力を明確にすることの重要性を示
す。

そして、総合的な学習の有効性として、以下の３点
を取り上げている。

①子どもたちの動機付けにとっての有効であり、
学ぶことの意味を実感できる。

②教科だけではなく学級の壁、学年、学校、教師
間の壁を越える。

③家庭や地域と連携することによって、家庭の教
育力、地域の教育力の回復につながる。

①では、「学習の素材と課題の多様性」に焦点を当
てる。総合的な学習では、伝統的な教科の枠組みに限
定されない多様な学習素材を活用できることや、児童
の興味・関心に基づく課題、地域や学校の特色に応じ
た課題など、多様な課題を取り扱うことで、子どもた
ちが学ぶ意味を実感しやすくなる。近年、子どもの学
習意欲の低下が問題視されているが、総合的な学習が
子どもの生活と学習とを近づける効果的な手段となり
得ることを明らかにする。

②では、目的や課題に応じて柔軟に学習集団を編成
すること、そして、「幼・保・小」及び「小・中」で

の連携を強化することで、より学習の効果を上げられ
ることに触れている。特に、他の教育機関との交流に
ついて詳しく説明をしており、例えば小学校が中学校
や幼稚園、保育所などと交流を行う場合では、小学校
だけでなく、相手にも教育的な価値のある互恵的な関
係を築くことの重要性を説明している。

総合的な学習では、各学校で独自のカリキュラムを
開発するので、教師たち自身の協同・創造性が試され
る。問題を解決するために、多様な人々をコーディネ
イトするといった、教師による協同的な学びが生み出
される。このように、教師間の壁を取り払うことので
きる総合的な学習の可能性について論じ、校内研修な
どで教師間の活発なかかわりを期待している。

③は、地域のもつ教育力を大いに活用することがで
きるという視点である。学習活動を通して、子どもた
ちは地域への愛着を高めることができる。さらに、学
習活動が町づくりに影響を与えたり、地域環境の保全
につながったりする。また、地域の人々に積極的な参
加を促すことで、学習の効果を高めることができる。

人材バンクや学習支援ボランティア、ゲストティー
チャーなどの外部講師を活用することも有効である
が、外部講師の継続的な活用には特有の難しさもある。
担当者の交替や異動等に伴い、これまでに築かれた
ネットワークが絶えてしまうことも少なくないから
だ。しかし絶えず情報を発信していくことや、事前に
打ち合わせをすることで、このような難しさを軽減す
ることができる。地域とのつながりが特に深い総合的
な学習だからこそ、どのようにして地域の教育力を生
かすことができるかを示している。
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(2) 総合的な学習の時間の危険性・問題点
このテーマでは、総合的な学習に関して指摘されて

いる下記の課題や問題点について取り上げ、その現状
や解決策について提示する。

①断片的で無計画になりやすい
②活動するだけで認識が深まらず、子どもの思考

を十分に発達させることができない
③個性を重視しすぎて社会化の過程を軽視する
④従来の学力観、評価観に依存し固執している限

り、成功する可能性はほとんどない
⑤総合的な学習のための教師の力量形成の難しさ

例えば、「①断片的で無計画になりやすい」という
問題については、従来の教科と総合的な学習との「学
ぶべき内容」や「カリキュラムの構成要素」の違いか
ら、単元構想の必要性や単元構想に必要な要素を明ら
かにしている。

また、「②活動するだけで認識が深まらず、子ども
の思考を十分に発達させることができない」という問
題については、「観察・実験、見学や調査、発表や討
論などの学習活動の充実」や「振り返り活動の充実」、
そして、「真の問題解決学習への転換」をキーとした
改善方法を提示している。

さらに、「⑤総合的な学習のための教師の力量形成
の難しさ」という問題には、教師の自由裁量が大幅に
増加し、学校独自のカリキュラム開発が可能になった
という背景がある。このことは、教師間格差や学校間
格差が広がる可能性をもっている。それゆえ、教師お
よび教師集団のカリキュラム開発にかかわる資質や能
力の向上が求められている。

総合的な学習の実践上の問題点として、「学校間格
差・教師間格差」「ハードとソフトの両面での条件整
備の不十分さ」等を挙げている。本研修プログラムの
活用はこれらの問題点の改善のために役立つものであ
ると確信しているが、それぞれの学校で、具体的にど
のようなことが問題になっていて、どのような手を打
つのか、このテーマを通して検討してもらいたい。

(3) 学校の特色あるカリキュラムづくりに向けて
－価値あるカリキュラム・デザイン－
このテーマでは、「総合的な学習のカリキュラム・

デザイン」「地域とのかかわり」「総合的な学習の評価
について」の３つの点から、学校の特色あるカリキュ
ラムづくりのあり方を提示する。
「総合的な学習のカリキュラム・デザイン」では、

それぞれの学校でカリキュラムをどのように作成して
いくか、その視点を示している。そして、課題の見つ
け方やカリキュラム作成の際の留意点なども取り上げ
た。

地域とのかかわりでは、地域素材の開発の仕方やそ
の際の視点などについて示している。実際に教師が足
を運び、地域の人々とコミュニケーションを取り、地
域素材を開発することの必要性を説明している。

(4)「新学習指導要領」における「総合的な学習」
－ 横断的・総合的な学習，探究的な学習，協同的
な態度の育成－
このテーマでは、学習指導要領の改訂に伴って改め

て示された「横断的・総合的な学習、探究的な学習、
協同的な態度の育成」に焦点を当て、その実際につい
て詳しく説明する。

最初に、「横断的・総合的な学習」や、「探究的な学
習」とは何かを明らかにする。
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『小学校学習指導要領解説　総合的な学習の時間編』
（平成20年8月）には、探求的な学習の「課題の設定」
から「まとめ・表現」までの４つのステップが示され
ている。ここでは、それらについて一つずつ説明して
いる。
「協同的な態度の育成」では、協同的に学ぶことの

価値について説明するとともに、学習活動における協
同的な学びの具体例を示し、より質の高い学習を成立
させるためのヒントを与える。

Ⅲ　研修プログラムを活用した実践例

前節では、作成したプレゼンテーションの概要を紹
介した。このようなプレゼンテーションを活用して、
研修を有意義なものにする手だてを検討することが、
本研究において最も大切な視点である。本節では、研
修プログラム (3)「学校の特色あるカリキュラムづく
りに向けて－価値あるカリキュラム・デザイン－」を
基に、現職研修の一環として、教師が自らの手で学校
全体の総合的な学習のカリキュラムのデザインに着手
した例を紹介する。

総合的な学習を担当する教師が直接カリキュラムを
デザインしていくことは、教師の実践的力量を向上さ
せる上で大変有効である。しかし、既存のカリキュラ
ムが見直されることなく進められる実践も少なくな
い。平成20年に学習指導要領が改訂され、総合的な学
習においても、目標や内容等が見直されている。その
ため、どの学校においても、既存のカリキュラムを見
直す必要がある。

豊川市立平尾小学校では、「総合・特別活動研究部会」
を設置し、総合的な学習のカリキュラム開発に取り組
んできた。4）その過程で、今回作成した研修プログラ
ムを活用した。以下、その実際について紹介したい。
【事例】豊川市立平尾小学校における総合的な学習に
関する校内研修会の実際

平尾小学校は全校児童200名程度という小規模の学
校である。これまで、小回りが利くという特性を生か
し、多くの体験的な学習活動を行っていた。人的にも
物的にも、学習の素材が豊富に存在し、総合的な学習
では、これらの素材を生かした取り組みが行われてき
た。しかし、どのような子どもたちを育てようとする
のかという意思統一が十分に図られておらず、活動す
ることのみに主眼が置かれる傾向が見られた。単に活
動するだけでは、子どもの思考を十分に発達させるこ
とはできない。

そこで、本校の総合的な学習のカリキュラム全般に
ついて、大幅な見直しをすることになった。最初に、
総合的な学習の「目標」「育てようとする資質や能力
および態度」「内容」を、本校の地域や児童の実態を
もとに見直すことにした。

（１）ねらい・育てたい力の明確化
研修プログラム (3) では、総合的な学習を、目指す

べき子ども像の明確化、学校全体のカリキュラムから
考えることを提案している。この提案に沿って、今の
本校の子どもたちの実態を考慮し、目指す子ども像を
明らかにすることからスタートした。

新学習指導要領では、育てようとする資質や能力及
び態度について、「学習方法に関すること」「自分自身
に関すること」「他者や社会とのかかわりに関するこ
と」の３つの視点が提示されている。そこで、本校の
児童の実態について、良い面や課題となっている面、
子どもたちの学習への取り組みの様子について感じて
いることを、ワークショップ形式で出し合い次のよう
にまとめた。

①学習方法に関すること」について
本校の児童の多くは、活動そのものには意欲的

に取り組もうとしている。しかし、活動が学習に
結びついていないケースも見受けられる。例えば、
調べ学習で、インターネットのホームページや文
献をそのまま書き写すといった、形式的・表面的
なまとめ方に終始してしまうことや、劇や発表会
のための練習に多くの時間を費やし、大がかりな
発表をするが、その後の生活に影響を及ぼしてい
ないことなどである。このような問題の原因の一
つに、児童に目的意識を持たせられていないこと
が挙げられる。相手や目的を強く意識させる取り
組みが必要である。
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②自分自身に関すること
本校には、自信のない児童、自己肯定感の低い

児童が少なくない。この点については、多くの教
師から同様の声が聞かれた。

これまでの取り組みを振り返ると、教師から与
えられた課題や問題を解決することに重点が置か
れてきた。そのため、子どもたちは、活動そのも
のには意欲的に取り組むものの、そこで達成感や
成就感を十分に得られなかったのではないかと考
えられた。子どもたちが自ら課題を見つけ、追究
していく場を設けることで、子どもたちの自己肯
定感を育成することができるだろう。
③他者や社会とのかかわりに関すること

本校の校区には、学びの対象として価値のある
豊かな自然や高齢者福祉施設、ごみ処理場など、
さまざまな施設が存在する。また、地域の伝統や
文化を継承するために、労を惜しまず学校や児童
に協力してくださる地域の方々がたくさんいる。
しかし、子どもたちは、自然の中で遊ぶ経験に乏
しい。また、地域の人や社会との関わりの薄い児
童も多い。

地域のよさを生かし、自分が地域の一員である
という自覚をもてば、自分の思いや願いをもって、
地域の人やものにかかわっていくことができると
考えられる。

これらの児童の実態を踏まえ、育てようとする資質
や能力及び態度について、以下のように設定した。

①相手や目的に応じて、分かりやすくまとめ、表
現する力（学習方法に関すること）

②自らの行為について意思決定する力（自分自身
に関すること）

③他者と協同して課題を解決する力（他者や社会
とのかかわりに関すること）

（２）内容・学習の素材の選択
既に述べたように、本校には学習の素材が豊富に存

在する。しかし、このような地域素材の整理や教師間
の共有化が不十分であった。

そこで、地域素材の整理や共有化のために、それぞ
れの教師がこれまでに活用したものや、地域の方との
対話から活用ができそうなものを出し合い、表にまと
めることにした。この手法は、「生活科マップ」や「生
活科暦」を参考にした。これらは、生活科発足当初、
各学校で作成されたが、教科書の充実に伴い、これら
のものが見直されたり、活用されたりしている学校は
多くない。野田敦敬 (2009) は、「一定の時間を決めて、
全校体制で地域の環境を調査する」ことで、生活科マッ
プや生活科暦の見直しや活用を図ることを提案してい

る。4）

本校の地域素材を簡単にまとめたものが後掲の図１
である。ここに、活用できる時期や連絡方法、これま
での活用の仕方などを書き込み、情報を増やしていけ
るようにした。こうすることで、学習素材や有益な情
報を学校の共有財産として蓄積することができる。

これらの学習素材の中で、特に出会わせる価値の高
いと考えられるものを、子どもの発達段階や系統性、
子どもの意識や生活の流れ等に配慮し選択する。本校
では、３年生は「地域の自然や人とのかかわりから学
ぶ」、４年生は「地域の自然や環境を守る取り組みか
ら学ぶ」、５年生は「米作りやそれにかかわる人々か
ら学ぶ」、６年生は「お年寄りとのかかわりから学ぶ」
を主なテーマとした。また、本校の校区には養護学校
があり、これまでも継続的に交流活動が行われてきた。
この交流学習は「やまびこ交流」と呼ばれている。こ
のやまびこ交流は、ある時期に集中して実施するので
はなく、継続的に系統性をもたせて実施するのが望ま
しいと考えた。そこで、図２のように、やまびこ交流
についてはおよそ20時間の単元を構想することにし、
およそ50時間を、各学年のテーマに沿った学習を進め
る時間に充てることにした。

どの学習素材にいつ、どのように出会わせるかにつ
いては、部会から例示はするが、担当する教師が子ど
もの実態を踏まえながら検討していくことにした。こ
こには、教師の明確なねらいと、子どもたちの思いや
願いとの擦り合わせが必要である。子どもと共に総合
的な学習のカリキュラムを創っていくのである。

（３）子どもの姿を見据えた計画立案
主となるテーマが決まり、テーマに関連する学習素

材に目星をつけたところで、総合的な学習の具体的な
計画を立てていく。本校では、目標や考えられる具体
的な活動（学習素材の活用方法）について、研修会で
検討をした。

図2　平尾小学校の総合的な学習の全体像
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表１は、研修会に参加した教師の意見をまとめたも
のである。既に述べたように、カリキュラムの作成で
は、教師の明確なねらいと、子どもたちの思いや願い
との擦り合わせが大切である。ここに示したものはあ
くまで例示であり、担当する教師が、子どもの実態に
応じて具体的な計画を立てていく。

６年間という長い時間をかけて取り組むやまびこ交
流については、系統的な学習となるよう、ねらいや学
習の進め方について共通理解を図った。少し長くなる
が、その具体的な内容について紹介したい。

学習の進め方について共通理解を図った内容は、次
の４点である。

・第１回の交流は、１年生にとっては、初めての交
流のため、養護学校やそこに通う子どもや障害に
ついての知識や理解がほとんどない。そこで、最
初に、養護学校の児童の生活の様子をビデオなど
で視聴し、交流への見通しをもたせる。

・２年生以上の子どもたちは、前年度の交流を振り
返る機会を設ける。振り返りでは、交流の内容だ
けでなく、前年度ペアだった子についての情報交
換をすることで、どんなかかわり方ができるかを
考えることができる。このような過程を通して、
学級全体の目標に加えて、ペアグループならでは
の目標を設定することができる。

表1　研修会で出された目標および具体的な活動内容例

学
年 テーマ 目標 想定される具体的な活動内容

3
年

地
域
の
自
然
や
人
と
の

か
か
わ
り
か
ら
学
ぶ

①地域の自然や、そこに生活する人々とかか
わる中で、わかったこと、気付いたことを、
わかりやすくまとめ、仲間に伝えることが
できる。

・低学年の児童や地域の人々など、参加する相手にとって分かりやす
い資料を準備する。

・自分の言葉で、相手に分かったことを伝える。

②地域のよさを知り、地域に生活する人々や、
地域の活動に進んでかかわろうとすること
ができる。

・自分の調べたいことを決める。
・知りたいと思ったこと、疑問に思ったことをインタビュー形式で質

問する。
・地域のイベントに参加する。

③友達と協力して、わかったことや気付いた
ことについてまとめたり、発表したりする
ことができる。

・グループで模造紙などにまとめ、発表する。
・自分が調べて分かったことを、友達に詳しく教える。

4
年

地
域
の
自
然
や
環
境
を
守
る

取
り
組
み
か
ら
学
ぶ

①地域の環境を守る取り組みについて調べた
ことを分かりやすく学習記録にまとめ、仲
間に伝えることができる。

・ごみを減らすための取り組みについて、地域の生産者、販売者、消
費者の話を聞き、その工夫や思いに気付き、自分の言葉でまとめたり、
伝えたりする。

②地域の環境を守る取り組みについて進んで
調べ、環境を守るためにできる活動に取り
組むことができる。

・ごみを減らすための取り組みについて調べることを決める。
・自分にできるエコ活動を考える。
・エコ活動に進んで取り組む。

③地域の環境を守るためにできることを、仲
間と協力して、呼びかけたり、発表したり
することができる。

・グループで話し合いながら分かったことを絵や図に表したり、劇で
表現したりする。

・学習発表会などの場を利用して、全校児童や地域の人に発表する。

5
年

米
作
り
や
そ
れ
に
か
か
わ
る
人
々
か
ら
学
ぶ

①地域の農業生産（米作）について調べて分
かったことを、自分なりの方法でまとめ、
相手に分かりやすく伝えることができる。

・田植えや稲刈りの方法を、図や絵を用いて全校に伝える。
・米作りについての調べ学習をする。

②自分なりの思いや願いをもって米作りにつ
いて学び、米を作る方法やお世話になった
方に感謝する方法を考えることができる。

・米作りの手順、稲の育ち方、害虫などに関心を持ち、調べたり発表
したりする。

・米作りを教えてくださった地域の方へ感謝の気持ちを表す方法を考
える。

・できあがった米の調理法やわらの利用法を考え、実践する。

③米作りの作業や調べ学習を仲間と協力して
行うことができる。また、米作りについて
教えてもらったり、質問したりして、地域
の方々とかかわることができる。

・仲間と協力して米の調べ学習をする。
・グループで協力して稲刈りや脱穀などをする。
・地域の方に、米作りで分からないことや困っていることなどを質問

したり、教えていただいたりする。
・仲間と協力して、米作りで学んだことをまとめたり発表したりする。

6
年

お
年
寄
り
と
のかか

わ
り
か
ら
学
ぶ

①お年寄りにとってわかりやすい方法で話し
かけたりゲームを楽しんだりすることがで
きる。

・平尾荘などの高齢者福祉施設に訪問する計画を立てる。
・ペアになったお年寄りに合った交流の仕方について話し合う。
・交流を通じて学んだことを、新聞や劇などの表現方法でまとめる。

②自分なりの思いや願いをもち、お年寄りの
ためにできることを考え、活動に取り組む
ことができる。

・ペアになったお年寄りに合った遊びや話題を考える。
・交流した結果をもとに、学級で意見交換をし、よりよい交流の方法

を考え、実践する。

③お年寄りだけでなく、身近な家族や友達に
対しても、相手のことを考え接することが
できる。

・仲間と協力して、交流の計画を考える。
・お年寄りの良さや得意なことを見付ける。
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・目標を設定する際に最も配慮しなければならない
ことは、子どもたちにとって明確な目標を設定す
ることである。設定した目標については、その後
の段階においても、何度も確認させることが大切
である。

・道徳との関連的な指導を行うことで、指導の効果
を一層高めることができる。障害に関する書物や
ビデオなどを教材として活用することも有効であ
る。

目標の設定については、子どもたちにとって、より
具体的な目標となるよう、目指す子どもの姿を明らか
にすることにした。本校で実際に提示した目標が表２
である。

具体的な子どもの姿を想像して、どんなことをさせ
たいか、あるいは、どんな目標を設定するとよいか、
複数の教師で検討し、意識を共有できたことがこの研
修の大きな成果だと感じている。

Ⅳ　研究から見えてきたこと

平尾小学校では、校内研修の中で、今回作成したプ
ログラムを活用した。特に若い教師にとっては、新し
い視点で総合的な学習を捉えることができたようだ。

一方で、課題も見えてきた。今、学校現場が抱えて
いる最大の問題に、今回取り上げたような研修を実施
する時間が十分にないという点が挙げられる。今回紹
介した平尾小学校での取り組みの１年目は、これまで
の情報の整理に多大な時間を費やした。しかし、毎年
情報を少しずつ更新し整理していけば、長い目で見た
ときには時間の節約になる。地域の状況は日々変化し
ており、教員も毎年入れ替わりがある。情報の更新、
整理、共有化については、欠かさず行っていく必要が
あるだろう。

また、今回作成した研修プログラムをどのように活

用していくかという点も、今後検討していく必要があ
る。多忙な学校現場において活用できるように、研修
の担当者が学校や研修の参加者の実態に応じて必要な
テーマやその一部をピックアップするのがよいだろ
う。また、一方的な講義形式のものではなく、今回の
事例で紹介したように、教師が実際に情報を整理した
り共有したりする研修会をもつことで、より効果的な
研修になるとともに、教師の負担を少しでも軽減でき
るものになるのではないだろうか。

もう一つの課題として、校種間格差がある。今回作
成したプログラムは、主に小学校を対象にしたもので
ある。中学校や高等学校での実践は、十分な成果があ
がっていないところが多い。今後、中学校以降の総合
的な学習の実態を分析し、研修に求められるものを検
討していきたい。
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表2　やまびこ交流における各学年の具体的な目標

学年段階 具体的な目標の例

低学年

「○○くん」「○○ちゃん」と名前で呼ぶことがで
きる。
手をつないで活動することができる。
ゲームのやり方をわかりやすく教えることができ
る。

中学年

ペアの友だちに、自分から声をかけることができ
る。
ペアの子の良いところを見つけることができる。
ゲームやダンスなど、ペアの子に合った交流の仕
方を考えることができる。

高学年

ペアの友だちと一緒に楽しく遊ぶことができる。
ペアの子の良いところをたくさん見つけることが
できる。
ペアの子に応じて、ゲームやダンスの方法を考え
ることができる。
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図1　平尾小学校で整理し共有した代表的な「学習の素材」


